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External Anatomy of a Commensal Copepod, 
 Ostrincola koe — II 
 Nauplius Stage
Yoshio KO, Kazuma YOSHIKOSHI and Nobuo ITO
 The development of the nauplius stage of Ostrincola koe (Copepoda, Cyclo-
poida), a commensal of a clam, Tapes (Amygdala) philippinarum, was studied and 
the external morphology of each nauplius stage was described. 
 Nauplii needed no foods to develop and molt into the first copepodite instar. 
There were 5 nauplius instars. The first nauplius was about 0.16 mm in body 
length and the fifth nauplius was 0.18 mm. 
 Each nauplius stage has its chief morphological features in the number of 
the setae in the terminal segment of the first antenna, and the number and 
length of anal setae.
前報1)で アサ リなど7種2)の 二枚 貝類 の外套腔中 に棲息す るOstrincola koe TANAKA , 1961の コペ ポ
デ ィット幼生全5期 の外 部形態 につ いて報告 した。本報 では,本 種 ノー プ リア ス各期の外部形態 のほか,生 時
にその体内 に透視 され る帯色部につ いて得 られた知 見の若干 を報 告す る。 この帯色部は成体 および コペボデ ィ
ツ ト全期幼生 に も存在 し,本 種 の顕著な外 観的特徴 の一つ である。
本 種の交尾はアサ リの切離 鰭 片 による飼育 の際の観 察結果3)等 によれ ば宿主の総 の上で行 われる ものと推 定
され る。卵は産出された後,母 虫の生殖節に附着 した1対 の卵嚢 中で発育 し,艀 化 も外套 腔 中で行われ,ノ ー
プ リァ スは艀化後直 ちに宿主 を去 り海水 中を浮遊 しな がら発育 し,第1期 コペボ デ ィツ トに変態 してから再び
宿主 の外套腔 中に侵入 する。
ノー プ リァスの発育段 階の判定は艀化後 の時問お よび外部形態 の差異 に よって行 い,脱 皮殻による確認 は未
だ行 って いな い。
材料および方法
長崎市鹿尾川川 口産の採集直後 のアサ リか ら得 られ た抱卵雌 を,80-100mlの 炉過海水 を入 れたふた附
ペ トリ皿 に収容 して,母 虫が器壁へ這い上っ て乾燥死す るの を防 ぐために,底 面の白い容器上 にペ トリ皿を置
き黒 紙 で被 う。艀 化 した ノープ リア スは約80mlの 炉過海水 中に移 して,や は り黒紙で被っ て放置 し,一 定
時間毎 に採 集 しホルマ リンで固定 した。本種 の ノープ リアスは卵 黄量 が多いので,第1期 コペボデ ィツトに発
育す るまで餌 料 を与え る必要 はない。 Temora longicornis 等 Calanoida の3種 の場 合4)の よ うに,動 揺 を与
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外2葉 にわ かれ数 本の刺毛 をつけている。
尾 部 附 属 物 ・体 形 ・体 色 ・ノー プ リア ス 眼
尾端の平衡肢balancer (Fig.1,a～e) は全期に1対 が存在 し,長 さ約0.03㎜ で後 半に数 本の短毛 が生
じて い る。
尾肢 anal seta (Fig.1,a～e) は第1期 にはな く,第2期 に平 衡肢 の外側 に1対 の1小 棘 と して現 われ,第
3期 ではこれがやゝ長 くな り,ま た平衡肢 の内側 に短かい1対 の尾肢 が生 じ,従 って尾肢 は2対 となる。第4
期 では第3期 の2対 の尾肢 の外側 に2対 の小棘,内 側 に1対 の小棘 が加 わ り尾肢 は合計5対 とな る。この5対
の尾肢 は短 い。第5期 では いづれ も長 くな るが尾肢 数の増加 はない。
尾葉 anal lami na の境界 は第5期 で始 めて明瞭 とな る。体 は卵円形 で あり,体 巾に対す る体 長の比 は第1期
か ら第4期 まで変 らず 約1.8で ある。第5期 に は約2と な り,やゝ 細 長 くな る。
本種 の卵 は濃い暗褐 色であるが,ノ ープ リアスに も同様 の体色 が見 られ,特 に第1期 ノープ リア スは体全体
が濃い暗 褐色で卵 と同様に不 透明の度 が著 しい。第2期 以後は次第に体色 が薄れ,第5期 では透明度 が著 しく
増す 。
赤色 の ノープ リア ス眼が全5期 に存在す る。
体内帯色部
前述 の ように本種 の成体 および幼生 の体 内に見 られ る帯色部 は本種 の顕著 な外観 的特徴の一つ であるが,固
定後 は時間 が経 てば槌色 する。成体お よび コペ ポデ ィツ ト幼生 では明 らかに中腸が濃縁色か ら褐色 を帯びてお
り,こ の色 は中腸 上皮細胞 に存 在す る徴細且つ多量 の色 素粒 に基 づ くものである(未 発表)。
ノープ リアスにおいて も第1期 か ら帯色 部が透視 できるが,色 素粒 は第1期 ノー プ リアスではほ とん ど認 め
難い 。然 し,第5期 ノー プ リアスで は多量 の色素粒 が明 らかに認 め られ中腸 は既 に濃縁色 を呈して いる。第1
期 ノー プ リアスで は,卵 黄 が多量 に存在 し,未 だ消化管 の体制は整 ってお らず,消 化管 の運 動 も認 め られない
が,第5期 ノープ リア スでは卵黄 はほ とん ど吸収 され,既 に充分に分化 した消化管 を有 してお り,活 発 な蠕 動
運動 が認 め られ る。
上記 の観 察結果 か ら,ノ ープ リアス期 におけ るこの色素粒 の出現 と増加 は,卵 黄 の吸収 と密接 な関係 が ある
と考 え られ,恐 らくは,中 腸上皮細胞 とな るべ き内胚葉性細胞 によ って卵黄が吸収 され利用 され る過程 で生成
され るもの であろ う。
ノープ リア ス期 の経過 時間 は水温23℃ 前後 で2～3日,26℃ 前後 で約2日,30℃ 前後 で約1日 であ る10)。
本 種の ノープ リア スの各期 にお け る形 態的特 徴は,主 として第1触 角の端節(第3節)の 刺毛数,第2触 角
の外 肢の羽状 毛の排 列お よび内肢の末端腹 角の棘の大 きさ,第1小 顎 の有無,尾 肢 の数 と長 さお よび体色に現
われ,体 長 によ っては期 の判 定 は困難 である。
要 約
1.ア サ リ外套腔か ら採集 した Ostrirwola koe の抱卵雌 か ら孵化 した ノープ リアスを,無 投 餌で海 水中に
飼育 し,そ の変態 に伴 な う外部形 態の変化 を観察 した。
2.5期 の発育段階が認め られ、 オル トノープ リア スが2期,メ タ ノー プリア スが3期 であ る。
3.第1期 ノープ リアスの体 長は約0.16㎜ であ り,第5期 ノープリアスは約0.18㎜ であって,こ の間の体 長の
増 加は極 めて少ない 。
4.各 期 の形 態的特徴 は,主 として第1触 角端節 の刺毛数,第2触 角外肢 の羽状 毛の排 列および内肢 の未端
腹 角の棘 の大 きさ,第1小 顎 の有無,尾 肢の数 と長 さお よび体色 に現 われる。
5.全 期 を通 じて,体 中に緑色 の帯色部 があ り,第5期 ノープ リア スでは,活 発な蠕 動運動 をす る濃緑 色の
中腸 の細胞内 に,成 体 およびコペポデ ィッ ト幼生 の中腸 の細胞に認 められ るもの と同様の色素粒 が認 め られ る。
長崎大学水産学部研究報告　第38号（1974．’） 93
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献
　1）　高．良夫：共生椀脚類Ostrincola　koeの外部形態一1・コペポディツト期，本誌，23，93「109・
　　　　　（1969）
2）　K6・Y・・Y；　Muraka血i　and　K　・pai　ku．・：The　biology　of・the　commensal　copepods　in・Japa一
　　　　．nese　marine　bivalves，　Rec．　・Oceanogr・　VVorks　in　tlaPan，　Speeial　No．　6，　113T119（lg62’），
3）　高　良夫・吉越一一馬：二枚貝類外套腔に棲息する椀脚類（》s　t7・i’ncbla　koeの越冬期における加温飼育，
　　　　本誌，38，101－167（1974）
4　）’　．．C．orketE　．C・　一J：．：　Te－cihniqtlei　！g－r　fearing　’marine　calai｝oid　cepgp6ds　in．laboratory，c．onditions，
　　　．！＞atztre，　216，　58一’59　て　1’967　）
5）　Dudley，　P．L．：Development　and　．systemati　cs　of　some　Paci　fi　c　mari　ne　S　ymbi　otic　copepods，
　　　　282PP．　．，　Univ．　of　Washi　ngton　Press，Seattle　and　London　（1966）
．6）　笠原正五郎：・寄生権脚類，イカリムシ（Lernaea（加π’naceα　L．．）’の生態と養魚池におけるその被
　　　害防除に関する研究，東大水実業績，3，103L　196．（1962）
7）　Caspers，　H．：Uber　Vbrkommen　und　Me．tamorphose　vonルわ痂fcoZαintestinalis　Steuer
　　　　（Copepoda　paras．）　in　der　s’u’dlichen　Nordsee，’　ZooL　An2．，126，　161　一　171　（　1939　）
s　）　Halisch，　W．　：　Anatomi　e　und　Biologi6　von　Ergasilus　mimor　Halis6h，　Z．　f．　Parasitenkunde，
　　　11，　284　一　330　（　1939　）
g）　Bocquet，　C．，J．H．Stock　and　G．　Kleeton　：．Cop6p6des　parasites　d’invert6br6s　des　c“otes　de
　　　la　Manche　一　M．　Sur　l　e　d6veloppement　de　Trochicola　entericus・　Dol　lfus，　1914，　Cop　6pode　Cyc－
　　　lopdide　parasi　te　de　Trochidae，　Arch，ZooL　lthP．　（le”n．，　102，　N．　and　R．，　2，　49　一　68　（1963）’
10）　高　良夫：共生擁脚類Ostrine．ola　koeのアサリ門中に於ける生殖および変態についで（予報），本誌，
27，　1一　7　（　1969　）
